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はじめに
　21世紀の到来とともに隆盛を見せた新たな理論の台頭期に比すれば、近年の英文学
研究における分析理論開拓の機運はやや落ち着いたように思われる。新歴史主義を経
て、カルチュラル・スタディーズ、ポストコロニアリズム、ジェンダー研究、クィア・
スタディーズなど、特定の時代の特有の事象や時代思潮に注目する各種研究がこれま
でにいくつもなされてきている。また、特定の時代内の共時的研究手法も、当該期間
に前後する時代を扱う系譜的研究手法についても、ほぼ出尽くした感がある。そのよ
うな段階にあってなお、これまでの研究成果に何かを付加する余地があるとするなら
ば、すでに注目されてきている時代的な要素に、新たな光を当て再考を図る方向がそ
の一つとなるのではないだろうか。
　18世紀の英国文学の研究については、アメリカ独立やフランス革命の勃発をきっか
けに近代的人間観の礎が築かれた時代として注目が向けられてきた。18世紀初頭を新
古典主義の時代とみなし、‘The Augustan Age’、‘The Age of Reason’と称され、
その後小説の登場・流行に伴い‘The Age of Sensibility’と呼ばれるなど、特定のキー
ワードを当てはめ、都合良く時代区分を施してきた。しかしながらその後、現代に関
係性の深い時代を包括的に理解するため、従来のおおざっぱな区分を回避する傾向が
　英国18世紀後半に流行した感傷小説の一つ、Henry MackenzieのThe Man of Feeling
（1７７1）を取り上げ、特異な作品構造における「涙」の作用に注目し、主人公Harleyが他
人および自らの運命に対して流す「涙」の特質を分析し、作品構造に対する「感情」の
機能を考察するものである。特にIldiko Csengeiの著書 Sympathy, Sensibility and the 
Literature of Feeling in the Eighteenth Century（2０12）で示される研究の視座を援用し
ながら、作品の語りの構造と「感情」表象によるプロット展開との関係性を読み解く。
　具体的には、The Man of Feeling という作品において複層的な意味を帯びる落涙が、
読者に高度な読解の作業を強いる複雑な作品構造の要所といかに密接な関係性があるかを
指摘するものである。
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現れた。いわゆる「長い18世紀」を標榜することで、２世紀以上もの過去から我々の
時代に至るまで、継続性・連続性をキーワードに歴史を理解することを目指した。そ
のねらいは、我々が生きる時代の価値観形成の根本に関った時代を再検証することで
あり、この先の時代形成にもつながり得る建設的な試みともいえるのかもしれない。
　このような研究の視座については、Ildiko Csengeiがその著書Sympathy,Sensibility 
and the Literature of Feeling in the Eighteenth Century（2０12）で以下のように述
べている。
　This study will envisage the age of sensibility as part of a long history of 
feeling, where connections and continuities can be found in the ways in which 
feelings have been experienced, expressed, conceptualised and studied from the 
eighteenth century to the present.（p.１８ ll.１7－２０）
　Csengeiは、かねてより注目されてきた18世紀特有のsensibilityに再注目し、その
影響力が現代の我々の倫理観や政治性、そして心理学的な側面にも少なからぬ影響を
及ぼしている点を強調する。上記の研究上のスタンスについては、筆者としてもその
方向性に関して大いに同意するものである。
　また、とりわけ「感情」という経験的に身近な要素を研究対象にするにあたり、
Csengei以下のような留意点を示している。
　The critical discourse through which the novel is salvaged today tends to 
turn away from the complexity of emotional response altogether or distances 
tearfulness into a historical past, which can only be understood by means of 
scholarly contextualization.  Mackenzie's novel is retained by foreclosing 
the issue of the tears it used to be able to trigger.  We do not cry over 
sentimental novels any more.  Instead, we produce scholarly analyses from a 
safely detached perspective in the present. [italics mine]（p.１３９ ll.6－１３）
注目すべきは、感傷小説の代表であるHenry Mackenzieの作品を挙げながら、感情
が中心軸となる小説へのアプローチに関してある種の警告を発している点である。
具体的事象を分析対象とする困難があるため、「現代的な観点に立ちつつ分析者側が
意図して対象から安全と言える距離感（“from a safely detached perspective in the 
present”）」をもって分析にあたるべきであると明言している。
　このような姿勢の根底には、Csengeiが特に強調するフロイトの精神分析学的現象
の一つである「逆転移counter-transference」の援用がある。「逆転移」とは、精神分
析において分析者が治療中に自らの抑圧感情や願望を患者に向けることを指すもので
ある。この用語が象徴するように、文学研究においても、分析側がテクスト中の「感
情」「感動」に引き込まれすぎることを回避し、適度な距離を保った研究手法の必要
性をCsengeiは強調する。この見解は、感傷文学を扱う文学研究において「感情」を
問うことの意味を問いただし、「いかに問うのか」を再考させる提案と受け止めるこ
とができる。
　また、このような視座の在り方については、哲学者の清水真木氏の『感情とは何か
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―プラトンからアーレントまで』（2０14）で示された研究方向にも共通する。哲学の
分野における見解ではあるが、清水氏は哲学史の中では人間活動の中でも受動的であ
り、自明の存在であるがゆえに研究対象として扱われてこなかった「感情」に注目し、
新たな研究の方向性の提案を試みている。
　哲学研究の視点からすれば、例えば精神分析学とは異なる次元で、「自己」と「感情」
は緊密に関係している。ゆえに、「感情」の表出はその現場のコンテクストの中でと
らえ、公的な場での自己形成のプロセスとして扱うべきであるとし、清水氏は「感情」
の分析に必要な研究姿勢を以下のように提示している。
　したがって感情の意味を明らかにする作業は「感情の意味を問うとは何を問う
ことなのか」「感情の意味はどのような文脈の内部において、どのような観点か
ら問われるべきものであるのか」という点、つまり「感情の正しい問われ方」を
確認するところから始められねばなりません。私たちが誰でも知っているはずの
感情の経験の領域を測量しないかぎり、「感情とは何か」という問いに対する有
意味な答えを見出すなど不可能だからです。　～（中略）～　「感情の意味の正
しい問われ方」が定められることにより初めて「感情とは何か」という問に哲学
者たちが与えた答えの意味が明らかになるに違いありません。１
すなわち、哲学に限らず、文学研究、社会学、文化研究であろうと、可視的な現象と
して体感的に認識される事象を扱う場合には、その事象の具体性にひき込まれ過ぎ
ず、常に抽象的レベルへと変換をし続ける必要がある。それは、人間の形而下的活動
が分析や考察のレベルへといかに昇華可能かという、実に根源的な文学研究の課題へ
と直結するものである。
　以上を踏まえ、本稿では、18世紀中葉以降隆盛をみせた感傷小説のテクスト分析
を行い、これからの文学研究のあるべき方向性を意識しつつ考察を進める。具体的
考察対象としては、最近見直しの機運が窺える「感情」をキーワードとし、Henry 
MackenzieのThe Man of Feeling（1７７1）を取り上げる。
　第一部では、18世紀から19世紀の英国における感情文学の流行の中で異彩を放つ作
品、The Man of Feeling の作品構造の概観と「涙」が特徴的な章の紹介を、第二部
では主人公Harleyが他人のために流す「涙」の分析を、そして第三部にてHarleyが
自らの死に際して流す「涙」をめぐる分析を行い、作品中「涙」が作品構造上いかな
る機能を有するのかを分析・考察する。
Ⅰ　The Man of Feeling（1７７1）の構成と「涙」をめぐる特色
　スコットランド出身のHenry Mackenzieはその発想力や表現力において「北のア
ディソン（Joseph Addison）」と呼ばれ、その代表作The Man of Feeling（1７７1）は、
感傷小説の系譜に属する作品として扱われている。感傷小説とは、英国18世紀半ばの
小説の誕生を受け一つの流行に達した特殊なジャンルである。なかでも、Laurence 
Sterne のA Sentimental Journey: through France and Italy（1７68）が代表的であ
り、その他にもSamuel RichardsonのPamela, or Virtue Rewarded（1７4０）、Henry 
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FieldingのJoseph Andrews（1７42）などが含まれる。そのなかで、Mackenzieの作
品はTobias SmollettのThe Adventures of Roderick Random（1７48）のごときピカ
レスク小説に類似するとも言われるが、英文学史上で名作として扱われることはな
かった。
　この作品の基本的設定は、物語の登場人物ではなく別途「編者」が草稿を取りまと
め、適宜コメントを加えながら物語の再構築を試みるという特殊なものとなってい
る。そこで語られる逸話は、主人公Harleyが自らの財産確保の必要に迫られロンド
ンへと赴き、その往復の旅の逸話とその後が物語られるという形式をとる。
　早くに父を亡くし身分が不安定なHarleyは少しでも財産を増やそうと、親切な隣
人Mr. Waltonの紹介を受けロンドンにいる准男爵に口利きを乞う旅に出るところか
ら物語は始まる。ロンドン到着後、いささかの観光をするなかで詐欺師、娼婦などの
訳ありの人々と出会うが、肝心の目的は果たされることはなかった。帰路の馬車では
旧知の友に再会し喜ばしい出来事となるが、Harley自身は熱病にかかり、それが完
全には癒えないまま故郷に舞戻った。そして、そこで待っていたのは、以前から心を
寄せていた良き隣人の娘、憧れのMiss Waltonの結婚話であった。その件を突如耳に
し、また婚約者と思しき人物と一緒にいる彼女の姿を目撃するにつけ、Harleyはい
よいよ体調を崩す。その最期にMiss Waltonと言葉をかわし互いの思いも確認するこ
とはできたが、彼女に見守られながらHarleyは息を引き取る、というのが大まかな
プロットである。
　この作品は、そのスタイルにおいて大変特徴的である。合計24のセクションに分か
れているが、以下のように、序文のあと唐突に第11章から始まるうえ、少なからぬ章
が欠落し、さらには断章がはさみ込まれるという実に奇妙な構成になっている。２
　序論　　著者による序文
　　　　　　　―　欠落１～1０章　―
第11章　　内気な人について―その性格―このテーマに関する彼の見解
第12章　　世間的な関心事について　
第13章　　恋する感情の人
第14章　　旅に出かける―物乞いとその犬
第19章　　准男爵邸への二度目の陳情訪問、世間に大物と思われたいある若者
の見上げた野心について
第2０章　　精神病院を訪問―ある娘の悲嘆
第21章　　人間嫌い
　　　　　　　―　欠落22～24章　―
第25章　　彼の観相術の腕前
第26章　　幻の果実
第2７章　　彼の観相術への疑問
第28章　　約束を守る
第29章　　父の悲嘆
断章１　　准男爵に依頼した荘園借地権請願の顛末
　　　　　　　―　欠落3０～32章　―
第33章　　ロンドンを後にする―帰りの馬車で乗り合わせた人々
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第34章　　旧友に再会する
第35章　　旧友との別れを惜しむ―その後の冒険、不測の出来事
第36章　　家に戻る―随行者の様子
断章２　　感情の人、理解しがたいことを語る―ある出来事
　　　　　　　　―　欠落3７～39章　―
第4０章　　感情の人、嫉妬する
断章３　　弟子の話
　　　　　　　　―　欠落41～54章　―
第55章　　Miss Waltonに会えてしあわせな彼
第56章　　心に抱かれた感情
結　末　　物語の結末
　はたして、この奇妙な構成のテクストがいかにして作品として成立するに至ったの
か。すべては冒頭に登場する人物「私」の力によるのだが、そもそもの始まりは次の
ような事情による。
　まだ気温が高い9月のある日、副牧師と「私」の二人が不首尾に終わった狩りの後
で休憩をとっていたとき、本を手にして木立の合間を歩く女性、Miss Waltonが偶然
通りかかった。彼女は主人公Harleyが心を寄せた女性であり、物語の終りで彼の最
期をみとった人物でもある。このMiss Waltonの登場をきっかけに、副牧師は、村を
出て行ったある男が残した書き物の束が自分に預けられることになったいきさつを語
りだす。
　副牧師は書き物に目を通してみたが、以下のとおり、悪筆に加え「最初から最後ま
での一貫したまともな筋がない」ために読破できなかったと告白する。
　“Soon after I was made curate, he left the parish, and went nobody knows 
whither; and in his room was found a bundle of papers, which was brought to 
me by his landlord.  I began to read them, but I soon grew weary of the task; 
for, besides that the hand is intolerably bad, I could never find the author in one 
strain for two chapters together; and I don’t believe there’s a single syllogism 
from beginning to end.” [italics mine]（Author’s Introduction, ll.57－6３）３
　さらに、副牧師は処分に困りながら持ち歩き、時に猟銃の詰めもの代わりにしたた
め原稿に欠損が生じるが、その書き物の束に「私」は関心を抱いた。自らが所持して
いた書物との交換をして紙の束を譲り受け、「私」自ら逸話の主人公Harleyという人
物の物語がまとめあげてゆくことになった。
　「私」に託された「既にして総体が失われているテクスト」は、編集者の「私」に
よって解説や断り書きが差し挟まれながら再構築される。破壊されたテクストに対
し第三者が編集作業を行うという設定こそが、テクスト構成上最大の特色である。
例えば、この作品自体が強く影響を受けたとされるSterneのA Sentimental Journey: 
through France and Italy（1７68）と比べても、はるかに複雑な構造を有している。４
　一方、作品として完成後のテクストについても、読み手によって読まれるという行
為において同様の事情が生じる。すなわち、「読者」が、編集を手掛けた「私」同様、
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‘a single syllogism from beginning to end’（p.９ l.３３）が見いだせない、逸話の寄せ
集めに過ぎないテクストの再現作業に難儀することになる。特に、破綻した本来のテ
クストに「語り手（編者）」による推測や解釈が追加されているため、一般読者によ
る読書行為は、極めて高度な修復作業の様相を帯びる。同時にまた、制約のある読書
行為に対し、「読み手」は相当の不自由さや不安、また不満にも似た感情を持たざる
を得ない。つまり、読者は、Harleyに同調しプロット面で感情が掻きたてられるうえ、
読書行為そのものにより別次元の感情が引き出され、二重に揺さぶりを受ける。The 
Man of Feeling という作品は、読者に高度な読み解き技術を要請し、結果的に「読み
手の感情」が支配されることになる。
　この読書行為の重要性については、「語りの視点の移動」という表現を用い、
Csengeiも注目している。読み手が理解するHarleyの意識は、「鏡」に映された像で
しかない。以下に述べられるように、テクストとして読者に提供されるのは「解釈」
にすぎないとCsengeiは解釈している。
　Harley’s sensibility is created in front of our eyes by those who read and 
narrate him, drawing the reader to the novel into a similar, mimetic mode of 
interpretation.  The mind of Harley is constructed like a mirror  － alluding 
to the philosophical constructions of the feeling subject as imagined by David 
Hume and Adam Smith － which reveals more about those who read him than 
about Harley himself.  Harley’s mind not only reflects, but also improves the 
complexions of those who look into it.  In this way he is never the subject in 
question, but instead brings about a shift of focus, turning both the narrator 
and reader into men of feeling. [italics mine]（Chapter３; p.１２３ l.３7〜p.１２4 l.5）
　Csengeiの解釈で注目すべきは、テクスト内での感情にとどまらず、作品の構造
が要求する特異な読書行為の要件に着目したことである。読者はHarleyの意識を覗
き込んでいるようでありながら実は自らの姿をそこに見ており、語り手、読者共に
「感情の人」となってしまう重要な「転移」が起こっているとする。この仕組みは、
Adam SmithやDavid Humeが指摘する、内なる道徳観に従い行動が形成される道徳
律のあり方にも通じるとの指摘もされている。
　さらにCsengeiが強調するのは、「感傷的な感情を有する主体は、感情的な反応を
することで可能となる読みの行為と不可分である（“The sentimental feeling subject 
is inseparable from a reading practice that operates through emotional response.” 
[p.１２4 ll.7－８]）」という考え方である。読み手と語り手ともに、想像力や推測力を駆使
した「解読」に参加することを余儀なくされ、最終的に皆が「感情の人」となる点が
この作品の最も特異な点である。
　以上のCsengeiの見解を踏まえ、次章では具体的な逸話を取り上げさらなる考察を
進める。とりわけ、作品中の落涙の場面に注目し、Harleyの涙の対象と落涙行為の
意義に注目する。
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Ⅱ　Harleyの涙―他者への同情と自己憐憫
　The Man of Feeling のプロット上の最大の特色は、やはり「感情の人」Harleyの
涙もろさである。不遇な人々に出会ってはその苦悩に深く共感し、涙を流すという明
白な行為へとつながる。
　18世紀の感傷小説の隆盛期においては、女性に負けず男性が落涙する作品が頻出
した。英国小説の黎明期である1７７０年代には、「感情」は小説ジャンル成立のため
に非常に重要な要素であり、「涙」というアイテムは不可欠であった。Csengeiも
Sympathy, Sensibility and the Literature of Feeling in the Eighteenth Century（2０12）
の第三章“ ‘I will Not Weep’ : Tears of Sympathy in Henry Mackenzie’s The Man of 
Feeling”で以下のように指摘している。
　Fragmented, short, episodic, and over-abounding with scenes of weeping, The 
Man of Feeling was immensely popular in its day.  Its success in the １77０’s was 
due to its capacity to move and affect deeply, drawing the reader into a culture 
of tears.   As contemporary opinions testify, crying over The Man of Feeling 
was the test of sensibility of its early readers.  By the time of the novel’s 
publication, tears were more or less compulsory attributes and signifiers of a 
feeling heart and unquestionable morality.  [italics mine].（p.１２１ ll.4－１１）
　Csengeiの語を借りれば、初期の英国小説はその読者たちを「涙の文化」に引き込
む力があってこそ成功をおさめ、1７７０年代に至る前から「涙」は感受性の強い心と確
固たる道徳性の存在とを証明する非常に重要なアイテムであった。そして、同情の感
度のよさを示すと同時に、「涙」には「慈善」という確認可能な行為である金銭の施
しの行為が伴う。
　例えば、Harleyが流す涙の対象については、大きく二種類に分かれる。一つは、
辛い運命を抱えた人々である。恋人を亡くした精神病院の女性患者、貧しさに打ちひ
しがれた売春婦、この娘の不名誉に苦悩する父親らが該当し、Harleyは身の上話に
ほだされて落涙する。そしてもう一つの対象は、Harley自身が自らの最期に際し、
その運命に対して涙する場合である。すなわち、自分自身を憐みや同情の対象とし、
落涙に至る。前者が後者と決定的に異なるのは、他人を対象とし同情の証として金銭
的な「施し」の行為が伴う点である。
　そこで、この二種類の落涙のパターンについて、以下においてそれぞれの特徴を考
察する。具体的には、他人の不幸への同情の涙の例として、第2０章「精神病院を訪問
―ある娘の悲嘆」と第26～29章にまたがる不幸な娼婦とその父親の逸話を取り上げ
る。その後、Harley自らの運命を嘆く自己憐憫の涙が登場する第55・56章及び結末
部分を例として取り上げる
　Ⅱ－１　第2０章　ベドラムの女性患者への同情の涙
　The Man of Feeling はロンドンへの往復旅行がメインモチーフとなっており、第
2０章で観光の一つとして出てくるのがベドラム（18世紀当時の精神病院St. Mary of 
Bethlehemの通称）、すなわち精神病院の見学である。
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　Harleyは精神病患者を見せ物にする行為に異議を唱えていたが、古い知人による
勧めを断りきれず、訪問に踏み切った。不承不承Harleyは見学に参加するが、そこ
は案の定非人道的な場所で、拘束されている患者たちがたてる鎖の音や強烈な叫び声
により悲惨さを実感する。そして、一人はぐれ、ある患者に案内されたHarleyは、
一人の女性の身の上話を聞くことになった。
　ベドラムは本来、常人が入ってはいけない世界であるが、the man of feelingであ
るHarleyは入院患者の１人、すなわち狂人による案内を受け入れ、患者達が「哀れ
なる人々」に過ぎないことを理解する。患者たちのもとをたどれば著名な数学者や破
産で道を踏み外したやり手のビジネスマン、そして元校長の詩学者といった具合であ
り、Harleyは‘unfortunate people’の不幸を目の当たりにする。
　そして、件の女性患者は、実父に分不相応の結婚を反対され、婚約者ビリーを渡航
先で病のため亡くし、あまりの悲しみに精神のバランスを崩した人物である。現実と
記憶の区別ができない彼女は、Harleyが亡くなったBillyに似ていると言い、自らの
想いをHarleyに向け吐露する。
　“…; my Billy is cold!—but I had forgotten the ring.”—She put it on his finger. 
“Farewell!  I must leave you now.”—She would have withdrawn her hand; 
Harley held it to his lips.—“I dare not stay longer; my head throbs sadly: 
farewell!”—She walked with a hurried step to a little apartment at some 
distance.  Harley stood fixed in astonishment and pity; his friend gave money 
to the keeper.—Harley looked on his ring.—He put a couple of guineas into 
the man’s hand:  “Be kind to that unfortunate.”—He burst into tears, and left 
them. [italics mine]（p.２３ ll.１８－２7）
この逸話については、自らが女性患者の亡くなった恋人Billyとして扱われたこと
もあり、Harleyは深く同情を寄せる。そして、思いやりある対応を求め、友人に倣
う形で金銭を看守に渡すに至る。しかし、女性患者の眼前で落涙することはない。
Harleyが号泣するのは寄付行為の後であり、美徳の証明が感情の動きよりも優先さ
れた形となっている。
　落涙のエピソードには、理性的判断なしに感情のまま泣く人物が頻出するが、何を
きっかけとし、「涙」が何を意味するかについては詳細に考察する必要がある。時に、
流される涙には「善人」を標榜する意図が潜んでいる可能性もある。この点について
は、Csengeiは「善意の涙あふれる主人公Harley」という一般的なイメージを疑問視
し、周囲が涙にくれている肝心な場面で一人泣かないHarleyに注目している。
　また、読み手の読みの行為に影響する観念的作用を重視しながら、Csengeiは涙の
二面性にも注目をしている。
　Novels of sentiment reflect critically on enlightenment theories of sympathy, 
where fellow-feeling unsettles the boundaries of the self and blurs the 
distinction between self and other.  They warn us that moments of sympathy 
can cast doubt on true altruistic motive and can help maintain existing power 
structures.   The ambivalent tears of sympathy, as we shall see, are common 
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concerns of eighteenth-century sensibility and intersubjective psychoanalytic 
theory. [italics mine]（p.１２4 ll.１4－２０）
Csengeiの場合、sensibilityを18世紀から19世紀、2０世紀に通底する重要な要素であ
ると位置づけ、とりわけ精神分析的手法に注目しながら感傷小説の歴史的考察を行っ
ている。同時に、感傷小説に見られるsensibilityの二律背反性に注目し、利他主義を
可能にする人間本性への性善説的解釈に基づく肯定的sensibilityと、より政治的に既
存の権力構造を保持させるための打算的かつ偽善的なsensibilityとの峻別を強調する。
つまり、流される涙には意味付けが必要であり、「涙」は必ずしも善意の涙とは限ら
ない。
　Ⅱ－２　第26～29章　娼婦となった娘とその父親への同情の涙
　作品中「感情の人」Harleyが落涙する山場は２か所あり、第26章から29章にかけ
て語られる、娼婦に身をやつした若い女性Emilyの身の上話からその父Mr. Atkinsと
の再会と和解までの部分においてである。
　愛娘が売春婦として客の男性と一緒にいたものと勘違いされ、Emilyの父Mr. 
Atkinsにあらぬ嫌疑をかけられたHarleyは、自身でその誤解を解こうとする。Emily
は「理由を話せ」と実父に詰問されるが、重要なのは、娘がその涙で父の足元を濡
らすばかりで自らの力で過去を語ることはできない点である。結果的にthe man of 
feelingであるHarleyにその役が託され、かたくなだった軍人のMr. Atkinsも心を許
し、ついに父はその涙を娘の涙と交じり合わせるという場面に至る。
　この場面でのHarleyは、娘の涙と父の涙が一つになる（“the pride of a soldier’s 
honour checked for a while the yearnings of his heart; but nature at last prevailed, 
he fell on her neck and mingled his tears with hers.” [p.47 ll.6-８]）という比喩表現に
より、父娘の関係修復に貢献したということが分かる。そして、涙なくしてはいられ
ない父娘の和解の場面に肝心のHarleyの涙はなく、一連の逸話の最後にそれはやっ
てくる。
　娘との和解を果たし一息ついたところで、あらためてHarleyにMr. Atkinsの父親
としての不幸が明かされる。すなわち、肉体ではなく娘の名誉が汚されたと知らされ
た男親の怒りと屈辱を涙ながらに語り、娘の不名誉を思うにつけ涙をこらえきれない
Mr. Atkinsの傍ら、Harleyも次のような反応を見せる。
　“Harley was in the same attitude himself; he durst not meet his eye with a 
tear , but gathering his stifled breath, “Let me entreat you, sir,” said he, “to hope 
better things.” [italics mine]（p.54 ll.２３－２5）
Mr. Atkins同様に心が動いていたHarleyは、「一粒の涙」を浮かべ同情しつつも、現
状への希望を抱かせようと気遣いを見せる。しかし、この場面ではHarleyは号泣す
ることも、施しをすることもない。
　前項で言及したように、Csengeiは、Rousseauにその端を発する性善説的な人間本
性としての善意の現れと、打算的で性悪説につながる偽善性の表出との二種類がある
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として、「涙の二面性」に注目している。確かに、ここまで見てきた作品の中心的な
逸話においてはその傾向が確認できる。そこで、Mackenzieの作品において、そのど
ちらに価値がおかれているかを問うのではなく、「感情」による作品構造への影響力
に焦点を絞り、さらに結末部における分析を進める。
Ⅲ　Harleyの最後の涙―自らのために流す「涙」
　The Man of Feeling の最終盤の55章以降では、Harleyの絶命までの様子と没後に
墓参りする語り手という流れで語りは進む。この部分での注目点は、Harleyの自ら
の境遇に対する姿勢である。
　病床のHarleyの現状は、恋心を寄せていたMiss Waltonが他の男性に奪われたう
え死期が近いという、二重に絶望的境遇にあることになっている。しかし、この絶望
的な状況において第三者が描くHarleyは、普段以上に温厚で、「柔らかな勝利感（a 
gentle triumph）」（p.91 l.31）が感じ取れるほど穏やかである。そして、Harley自身、
以下のように、人生半ばで死すことに威厳を見出し、諦観の境地を見せる。
　“There is a certain dignity in retiring from life at a time, when the 
infirmities of age have not sapped our faculties.   This world, my dear Charles, 
was a scene in which I never much delighted.  I was not formed for the bustle 
of the busy, nor the dissipation of the gay; a thousand things occurred, where I 
blushed for the impropriety of my conduct when I thought on the world, though 
my reason told me I should have blushed to have done otherwise.—It was a 
scene of dissimulation, of restraint, of disappointment .  I leave it to enter on 
that state which I have learned to believe is replete with the genuine happiness 
attendant upon virtue.” [italics mine]（p.９０ ll.１5〜２5）
同時に、この世については「感情を偽り、抑圧され、失望に至る場所」と批判めいた
言葉が述べられる。さらに、重ねて世間を「利己的」「利害関係重視」「非情」である
として、自らが「ある種の弱さと呼ばれるもの」にさいなまれていたとの認識を明ら
かにする。
　“…There are some feelings which perhaps are too tender to be suffered 
by the world.—The world is in general selfish, interested, and unthinking, 
and throws the imputation of romance or melancholy on every temper 
more susceptible than its own .  I cannot think but in those regions which I 
contemplate, if there is anything of mortality left about us, that these feelings 
will subsist; —they are called,—perhaps they are—weaknesses  here;—but there 
may be some better modifications of them in heaven, which may deserve the 
name of virtues.” [italics mine]（p.９２ ll.２２－２８）
最期に向けた心境を語り始めたHarleyは、“He had by this time clasped my hand, 
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and found it wet by a tear which had just fallen upon it.—His eye began to moisten 
too—we sat for some time silent.”（p.９０ ll.３２－３4）と少々涙する。
　その後、ひととおり心情を吐露し終えた時、はからずもHarleyはMiss Waltonの
見舞いをうけることになった。彼女からの励ましの言葉を受け、Harleyは少し上気
し喜びを見せるが、その直後、以下のようにあらためてHarleyは最期に向けた覚悟
を示す。ただし、そのトーンはMiss Walton訪問以前とは明らかに異なり、「男性」
を意識したものへと変化している。
　“I know,” said he, “that it is usual with persons at my time of life to have 
these hopes, which your kindness suggests; but I would not wish to be deceived. 
To meet death as becomes a man, is a privilege bestowed on few .—I would 
endeavor to make it mine;—nor do I think that I can ever be better prepared 
for it than now:” [italics mine]（p.９１ ll.２5－３１）
　 ｢男らしく死を迎えることは選ばれし者に与えられた特権｣ という表現で、Harley
は自らの最期を迎える姿勢を誇示することになる。先の ｢弱さ」を自覚した自己を翻
し男らしい姿勢をとった直後、HarleyはMiss Waltonへ最初で最後の愛の告白に至る。
　最後のチャンスとばかりにHarleyは以前から抱いていた愛情を告白する一方、そ
の言葉を受けたMiss Waltonはとめどなく涙を流す。
　“…—It is perhaps the last time we shall ever meet.  I feel something 
particularly solemn in the acknowledgment, yet my heart swells to make it, 
awed as it is by a sense of my presumption, by a sense of your perfections”—
He paused again—“Let it not offend you, to know their power over one so 
unworthy—It will, I believe, soon cease to beat, even with that feeling which it 
shall lose the latest.—To love Miss Walton could not be a crime;—if to declare 
it is one—the expiation will be made.”—Her tears were now flowing without 
control . [italics mine]（p.９３ ll.３〜１２）
　結果的に、双方が最後の最後に愛情を告白し互いに了承する形をとり、思いをかわ
すことはできたが、その後の二人の人生、未来については否定された形をとっている。
そして、流された涙は、Harleyの一粒の涙に対し、Miss Waltonはとめどないものと
なった。
　この部分で注目すべきは、Miss Waltonの訪問を境に、Harleyの自己認識が「弱さ」
から「特権」へと変貌することで、図らずもthe man of feelingとしての一貫性に矛
盾を引き起こしてしまった点である。そこには、施しによる計算された共感の行為は
ないが、同じ場面を共有しながら、Miss Waltonとの関係においては、深い感動に基
づく落涙を自らが施すことはなかったのである。
　以上から、精神病院の逸話では施しを伴う憐憫の涙は性善説的な善人の涙であり、
その行為の公共性から美徳の証明となり、Emilyの逸話では、彼女の不幸な身の上よ
りもその父が見せた苦悩への共感による涙という、やはり利他的な共感の落涙とな
る。しかしながら、自らの死に対する自己憐憫の落涙においては、他者すなわち憧れ
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のMiss Waltonとの関係性により早世を名誉という公的な価値へと置き換え、弱点と
しての涙する感性を結果的に封印した形となった。
　このようにHarleyの「涙」が象徴するものを細かに考察すれば、いかにThe Man 
of Feeling という作品における落涙の意義が複層的であり、落涙の公共性・道徳性の
度合いと作品構造の要所との間に密接な関係性があるかが理解できる。
結び
　Henry MackenzieのThe Man of Feeling（1７７1）の主人公Harleyの「涙」に注目
しながら考察を進めてきたが、感傷小説における落涙が必ずしも「善人の涙」とは限
らず、人間関係や場の要請を丁寧に読み解くことで、定型化された人物像や文化的
慣習としての落涙とは異なる次元で「感情」の作用を見出すことができた。また、
Harleyの「涙」をテクスト上で細かに分析することにより、The Man of Feeling と
いう作品において複層的な意義を持つ落涙の行為が、複雑な作品構造に呼応している
様も明らかになったのではないだろうか。
　もちろん、本稿で取り上げた箇所以外に、The Man of Feeling の他の章とのより
緻密な比較分析、Henry Mackenzieの他作品との比較対照、さらには同時代の感傷
小説を取り込んだ包括的な研究が必要である。本稿ではごく一部の考察にとどまった
が、現代に至る大きな視野を持った研究姿勢と、分析対象との適切な距離感を保持し
つつ、「感情」に注目する文学研究の模索を続けたい。
　＊本稿でのHenry Mackenzie, The Man of Feeling（1７７1）からの引用は、Kenneth C. 
Slagle ed., The Man of Feeling（W・W・Norton & Company, １９5８）によるものである。
注
１　清水真木著『感情とは何か―プラトンからアーレントまで』（筑摩書房、2０14年）、
p.２4８。
２　ヘンリー・マッケンジー、久野陽一、細川美苗、向井秀忠訳『感情の人』（音羽
書房鶴見書店、2００8年）に付されたあとがき（向井秀忠「日本におけるヘンリー・マッ
ケンジー研究を参考に『感情の人』を読む」）では、坂本武（198７）による紹介があり、
４種類の分類が示されている。しかしながら、内容別に精査すれば以下のような分類
が可能であると思われる。
Ⅰ　Harley出発時および帰還後の逸話（第12･13･14･33～36･4０･56章･結末）
　　（出発の場面、Miss Waltonへの恋心と結婚話、Harleyの臨終とその後）
Ⅱ　Harleyのロンドンへの道中における逸話（第19～21･25～29章）
　　（精神病院の見学、詐欺師、娼婦、馬車で乗り合わせた人々、親友との再会）
Ⅲ　全体の流れとの関連性が希薄な章および断章
①　感情の人に関する一般論（第11章）
②　政治の偽善性に関する議論（断章１）
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③　インド統括に関わる議論（断章２）
④　レスピー伯爵子息の非道（断章３）
３　「始めから終りまで一つの統一した三段論法・演繹的法がない」というセリフに
登場するsyllogismという語については、詭弁、だましのためのこじつけの意もある。
そのため、「テクストの破綻＝論理の破綻」という否定的な意味合いを持たせるため
か、その反対に物語に詭弁も偽りも存在しないからこそテクスト自体は破たんの様式
をとるしかなくなったか、いずれかの解釈が可能となり、作品の全体像を見極める際
の重要語と思われる。
４　Laurence Sterne の A Sentimental Journey: through France and Italy（1７68
年）では、フランス・イタリアへの旅での出来事を主人公Yorickの視点から一人称
で語られ、旅先での気まずい体験等が独白のような形で描かれる。一方The Man of 
Feeling の場合、Harleyの存在は、Harley本人の語りのほか、教区をふらりと出て行っ
た変人の男の視点、その一部を読むものの読解にいたらなかった副牧師の視点、そし
て本格的に編集作業を請け負った「私」の視点と、異なる視点から表象される特殊な
テクストになっている。
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